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Abstract 
In education for children from diverse cultural and linguistic backgrounds, including immigrants and refugees, 
linguistic education is a top-priority issue to improve their academic abilities. However, the variety of cultural 
education available is of the same importance as linguistic education because of its crucial role in building 
children’s identity and enhancing their adaptability to school culture. Linguistic and cultural education should be 
two of the most important aspects; therefore, multidimensional educational efforts are essential in society and 
schools. This paper shows the characteristics of music activities/learning related to cultural diversity in Hamburg, 
Germany in some cases. The extracted cases were categorized into three types: (a) school-based music-learning 
projects that the state government (the departments of School and Vocational Education, and of Culture and 
Media) plays a formal role in; (b) school concerts and music festivals organized by associations for music 
education; and (c) music activities/projects led by private corporations or foundations. These different types of 
music activities and projects that mostly targeted children from diverse cultural/linguistic backgrounds were 
implemented in parallel and with continuity. Not only the state government, but also private corporations and 
foundations emphasized the public interest and supported children’s musical experience by providing generous 
grants. These efforts contribute strongly to the sustainability of music education respecting cultural diversity in 
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 「すべての子どもに楽器を」（Jedem Kind ein Instrument）と名の付いた音楽学習は，ドイツ全国で展開さ
れる，小学校段階の子どもを対象とした器楽学習のシステムである。一般に JeKi（イェーキ）と短縮形で
呼ばれる。小学校の音楽のカリキュラムのなかに，オーケストラを中心とした楽器のグループレッスンを























学習効果は高い。2009 年から始まったこのプロジェクトは 2019 年で 10周年を迎えた。プロジェクトの指
導者に定期的に送付されるニュースレターの 2019 年第 3号では，この 10 年の成果として，ハンブルクの
学校で最も大きな文化プログラムとなったこと，多くの各種演奏会やプロの演奏家による専門教育を行っ
















 2019 年から文化・メディア省と学校・職業教育省は 7 つの財団との共同
事業として，学校と芸術家（音楽家を含む）の協働による文化活動に年間で
52 万 5000 ユーロを支援するプロジェクト基金「文化と学校」（Projektfonds 
Kultur & Schule）を始動した 6）。2019 年 2月のプレス発表によると，市議会




 審査 9）によってプロジェクト 1件につき 1000〜1万 5000ユーロの交付が
決定される（最大 3 年間で 4万 5000ユーロ）。2019 年 5月〜12月に開始さ
れるプロジェクトには全 25件が採択され，その内訳は 2 年間にわたるもの


















②Reflektorklassen（2019 年 6 月 20 日〜2020 年 6 月 19 日実施） 
プロの室内オーケストラ団体であるアンサンブル・リフレクトーア（ensemble reflektor）とヴェッデル学
校（Schule auf der Veddel）が協働で実施するプロジェクトで，1万 5000ユーロの支援を受けている。アン
図 1 JeKi プロジェクトのロゴ 
（JeKi ウェブサイトより転載） 
 図 2 プロジェクト基金のロゴ  
（LAG Kinder- und Jugendkultur 
ウェブサイトより転載） 
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サンブル・リフレクトーアは 2016 年秋から音楽教育部門（MUVE: Musikvermittlungszweig）を立ち上げ，
テーマに基づいた教育的なアプローチによる演奏会やワークショップなどを展開している 10）。ヴェッデル
学校は，両親の年収等に基づいて子どもの社会的・文化的状況を説明する KESS 指数が 6段階のうち最も





























 ハンブルク支部では，学校・職業教育省の協力のもとで 2 年に 1度，ハンブルク学校音楽祭（Hamburger 
Schulen musizieren）を開催している。すべての学校種・学年の 4000 名以上の子どもが参加し，各学校の演
奏会（Schulkonzert），合同演奏会（Begegnungskonzert）など 50以上の演奏会が行われる。これら一連の演
奏会に出演した団体から 1 団体がドイツ全国演奏会（Bundesbegegnung Schulen musizieren）にハンブルク代
表として派遣される。この音楽祭は，多くの音楽教師と協力のもと，学校音楽教育の多様性を拓き，子ど
もたちに大きく開かれた耳をもたせることをめざしている 12）。 
 2019 年 2月 10日には，NDRエルプフィルハーモニー管弦楽団（旧北ドイツ放送交響楽団）の本拠地で
2017 年に新たにオープンしたエルプフィルハーモニ （ーElbphilharmonie）の小ホールで合同演奏会（Schulen 
musizieren – Die Begegnung）が開催された。28 校がビデオ審査に応募し，小学校・中等学校・特別支援学
校から 5つのアンサンブル（合唱・ビッグバンド・バンド・ラップ・オーケストラ）が出演した。クライ
マックスは 170 名の全参加者による最終演目で，アルゼンチン出身で NDR ビッグバンドの打楽器奏者
Marcio Doktor が指揮をした。 
このような他者と関わる演奏の機会は，障害のある子ども，移民の背景のある子ども，社会的に排除さ
れる周辺集団の子どもの統合を支援するものとして位置づけられている 13）。 
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（１）The Young ClassX 
 The Young ClassX は 2008 年から始まった包括的な音楽教育プロジェクトで，ドイツ大手の通信販売企業

















（Felix Mendelssohn Jugendorchester）と 2010 年に創立されたジュニア・オーケストラ（Junior Orchestra von 




オーケストラは，The Young ClassX の楽器奨学生（楽器のレッスンが無償で提供される）とハンブルクの
他の音楽学生が共に演奏する団体である。ハンブルク音楽演劇大学教授 Clemens Malich の指導のもと，30
図 3  ハンブルク学校音楽祭 
プログラム表紙 
図 4  エルプフィルハーモニーとの 
共同による合同演奏会 
プログラム表紙 











 2017〜2018 年には 4 回にわたって，ハンブルク交響楽団との共同プロジェクト「国境のない音楽！」
（Grenzenlos Musik!）を実施し，難民の家族と難民クラスの子どもにハンブルク交響楽団の演奏会を訪れ
る機会を提供した 15）。 
 The Young ClassX のウェブサイトでは移動音楽学習のプログラムを検索することができる。2019 年 10
月〜2020 年 7月の期間に提供されるプログラムを検索したところ，27 のプログラムがヒットした 16）。そ
のなかで，2020 年 1月 14日に開催されたハンブルク州立歌劇場管弦楽団の演奏会は KESS 指数が 1また
は 2 の学校のみを対象としたものであった。 
  
（２）プロジェクト助成金「アイディアの光る，音楽の文化的多様性」 
 リズ・モーン文化音楽財団（Litz Mohn Kultur- und Musikstiftung）が行う全国公募型の助成金に，「アイデ









①難民のためのラップ音楽（Rap for Refugees）（2017 年） 
 このプロジェクトは，グラフィティ，ストリートダンス，ビートボックスのワークショップ（各 2時間）
で構成される。ハンブルクの社会サービス団体 basis & woge をとおして難民の子どもを含む 80 名が参加
した。夜には 4時間の慈善フェスティバルを行い，ワークショップの成果を発表した。 
 
②ハンブルクのラッパー Lasko との学校プロジェクト（Schulisches Projekt mit dem Harburger Rapper 
Lasko）（2018 年） 
 ハンブルク・ハーブルク地区にあるレシング中学校（Lessing-Stadtteilschul）が行うプロジェクトで，多
様な背景をもつ 11 年生 23 名が参加した。ハンブルク・ハーブルク地区は住民の 44%を移民が占める。移
民の背景をもつ子どもの割合が約 70%と高く，2 つの国際準備クラスでは難民の子どもが学習している。





③音楽とダンスの交流（ExTra! Exchange Traditions）（2018 年） 
 州立青少年音楽学校がハンブルク音楽演劇大学の「国際音楽教育」プロジェクトと共同で実施したもの
で，移民の背景のある／ない音楽学校の生徒と難民の子ども 50〜60 名が参加した。このプロジェクトの焦








































4）Hamburger Bildungsserver: Künstlerisch-kulturelle Kooperation, Programme und Projekte. 
 [https://bildungsserver.hamburg.de/kueunstlerisch-kulturelle-kooperationen/]（2019.6.17） 
5）Jedem Kind ein Instrument – BSB Hamburg (2019) Das Jubiläumsjahr im Überblick, JeKi Newsletter 03/2019 vom 
12.09.2019, S.1. 
6）このプロジェクト基金は LAG Kinder- und Jugendkurtur が主導し，プロジェクト全体の組織と申請手続
きを担当し，州をとおして助成金が払われる。支援する 7つの財団は，Dorit & Alexander Otto Stiftung，
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Körber-Stiftung，Alfred Toepfer Stiftung F.V.S.，Gabriele Fink Stiftung，Claussen-Simon-Stiftung，Bürger Stiftung 
Hamburg，Dürr-Stiftung Hamburgである。 




Fink Stiftung と基金を主導する LAG Kinder- und Jugendkultur の各代表者，およびダイバーシティーの専






LAG Kinder- und Jugendkultur: Projektfonds, Allgemeines, Jury. 
 [https://www.kinderundjugendkultur.info/index.php?s=projektfonds_allgemeines_jury]（2019.10.3） 
10）ensemble reflector: MUVE. [https://www.ensemble-reflektor.de/musikvermittlung/]（2019.9.30） 
11）Schule auf der Veddel: Die 5.Klassen treffen das ensemble reflektor. 
[https://schule-auf-der-veddel.hamburg.de/category/allgemein/]（2020.3.1） 
12）BMU LV Hamburg: Hamburger Schulen musizieren. [https://hh.bmu-musik.de/projekte/schulen-musizieren.html]
（2019.9.30） 





15）Deutsches Musikinformationszentrum: Grenzenlos Musik! [https://integration.miz.org/grenzenlos-musik-k40172]
（2020.2.1） 
16） The Young ClassX [https://www.theyoungclassx.de/]（2019.10.11） 
17）Liz Mohn Kultur- und Musikstiftung [https://kultur-und-musikstiftung.de/]（2019.9.30）2020 年 2月現在，過
去に採択されたプロジェクトの閲覧はできなくなっている。 
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